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トルコの地質概要と石炭資源②

石炭資

源

I概要

1.トルコにおける石炭の重要性

トルコの石炭資源は世界の全石炭資源からみた場合

むしろ少ない.すたわち第1表にみるようにトノレコ

の石炭生産量(褐炭を含む)は全世界のわずか0.3%(第

21位)であり埋蔵量からみても全世界の総埋蔵量約

4兆6,400億トン(Bitumino･･Co･lF･･t･1964)のうち

トルコの埋蔵量はわずか約20億トン(約0.04%)にすぎ

たい.石炭産業の衰退が著しいわが国と比較しても

生産量においてわが国の約5分の1埋蔵量においてわ

第1表･雌界における石炭生産量(1967年度)(褐炭を含む)
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資料:国際連合:世界統計年鑑平｡l.20より編集

*トルコの褐炭の数字は国営炭鉱のみであるため私企薬の分を入れる

と10,000トンを超えるものと推定される.

津)中国大陸をのぞく,

井上英二

が国の202億トン(1956年通産省)の10分の1である.

しかしトルコ国内における全鉱物生産高(金額)か

らみると石炭(褐炭を含む)は鉱物生産総額の実に50

%を占める.すたわちトノレコの主鉱産資源は石炭

銅クロｰム鉄硫黄燐灰石等であるが全生産額

約!8億トルコリラ(約2億ドノレ)?うち約9億トノレゴ

リラ(約1億ドル)が石炭の生産から得られている(1967

年推定)1).

近年世界の趨勢としてエネノレギｰ資源としての石

炭の地位はいちじるしく低下しつつありとくにわが国

においてその優向が顕著である.トルコにおいても第

1図に示すように1966～1967年頃石油が石炭(褐炭

をふくむ)を抜いてエネルギｰ需要構造の首位を確立し

た.とはいえトルコにとって石炭資源はいまだ

同国の工業化促進経済発展計画を遂行する上に欠くこ

とのできない大きな要素となっている.これは主と

して次に述べるような同国におけるエネルギｰ資源の供

給事情にもとづくものと考えられる.

トルコ国内の石油生産に関して政府は数年来国内

の石油生産の大幅増加を目指しきわめて積極的…こ国内

の石油探査を行なってかなりの成果をあげてきた.

すたわち石油の生産量は1962年の59.5､万トンから

1967年の273万トンヘと実に3倍強の急増ぶりをしめし

ており毎年の産出量の増加には目をみはるものがあ

る3).しかし1967年における国内の石油消費量は548

万トンであるので石油の自給率は漸やく50%に達した

ところである.
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第1図トルコ第一次エネルギｰ消費の変藩�
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第2図ト1レロ

石油の産出地域は現在トルコ南東部のイラクシ

リア国境に近いところに限定されている.しかも地質

的にみて石油賦存の可能性はアナトリアの他の地域

においてそれ程期待できない.かりに存在するにして

も産油層はかなり深部に伏在するものと推定されそ

の探査開発にはか怒りの時間と費用を要すると考えら

れている.

炭回分布図

録遭

河川

湖

国境

炭田名

地区･鉱区名

㌻睦泊地f)量榊埋鮒､川ン

用されている.石炭がどこにでも産することは国土

が広大なトノレコにとって交通網が不完全なアナトリア

中部から東部にかけての地域に唯一の自給エネルギｰ資

源として石炭を活用する機会を多くしている.

このようにみるとき世界的た石炭エネノレギｰの衰退

にかかわらずトルコでは当面重要たエネノレギｰ資源

として石炭資源を確保する必要があるのもうたずけよう.

エネルギｰ資源としての水力による発電量は1962年

の47億kWから!967年の73億kWへと増加しており3)さ

らに経済開発第2次5カ年計画にもとづいて大型の水

力発電ダムの建設が着手されている.すたわち現在

トルコ東部山岳地域のヶバン･ダム(100万kW)や黒海

沿岸に近いアイバジェク･ダム(40万kW)の建設工事

が行たわれている.しかし全国的に雨量が少たく

かつ多雨地域がアナトリア東部と黒海沿岸に限定されて

いるトルコでは水力発電によるエネルギｰの供給は

かたり限られたものであろう.ウランだとの核燃料物

質はアナトリア南西部などにかたり豊富に存在すると

いわれている.しかし原子力によるエネノレギｰの供給

はまだ将来の問題として残される.

以上に対して石炭(褐炭を含む)資源はほとんど

トノレコ全土にわたって豊富に産出する.現在世界的

に不足している製鉄用コｰクス原料炭は黒海沿岸のゾ

ングルダク炭閏に限られているが低度灌青嵐肢いし褐

炭はトルコの西から東までほとんどいたるところに産

出し家庭用燃料低カロリｰ火力発電用蒸気機関車

都市ガス用セメント用各種工場用としておおいに活

2.炭田の分布

第2図にみるようにトルコの炭団は南東部の産油

地域をのぞきほとんど全土にわたって散在する.こ

のうち灌青炭を産する炭閏は黒海沿岸西部のゾング

ルダク周辺に限られそのほか南部トロス山脈中の一部

(アクセキ)に小規模に分布するにすぎ肢い.その他

の炭田はすべて亜渥青炭か褐炭の炭田である.褐炭団

のうち大規模に開発されているのはトラキア西部と工

一ゲ海に近いアナトリア西部の諾炭田である.アナト

リア中部から東部にかけての褐炭田はほとんど未開発一

に近いといってよく稼行中ではあっても出炭量はきわ

めて少ない.また中部および東部は探査も十分では

たいので今後の調査や経済事情如何では欠きた炭田

の開発も期待できよう.

3.埋蔵嚢

トノレコにおける埋蔵炭量は資料によって若干異たる

カミ大体において渥青炭13億9,400万トン18)･25)褐炭約

6億トンである.

渥青炭の埋蔵炭量はソングノレダク炭田において算出さ

れたものであリ現在開発中の同炭胃北東部(アマスラ�
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青嵐約503万トン褐炭約442万トン(推定)合計945

万トンであるが傾向としてかたり高い伸び率をしめす.

灌青炭の産出量のすべてはソングノレダク炭岡に依存し

褐炭の産出量の過半数はアナトリア西部の国営の諾炭

嗣(ソマセイテユメルトウンチュビレキ等)からの

ものである.'将来の生産目標として第2次5カ年計

画最終年度の1972年には灌青嵐約625万トン(1967年

の約25%増)褐炭約850万トン(1967年度の約92%増)

カミ生産目標にかかげられている1)･

よ文献7〕トル･｣石炭

上定献2〕化雌量(1け
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年次

地区)や海底部分の調査の進展によっては若干の増加

が見込まれる.しかしトノレコの他の地域から歴青炭

の大炭田が発見される可能性カミうすいため将来におけ

る埋蔵炭量の著しい増加は期待できたいと思われる.

褐炭の埋蔵炭量は褐炭田の分布が全国にひろカミって

いるわりにはきわめて少ない.これは前述のよう

にアナトリア中･東部における褐炭調査が十分でない

ことにもよるがまた一面では新第三紀褐炭層の膨縮

がはげしいために埋蔵炭量の実態を把握するのが困難で

あることにも原因があろう.しかしまだ発表されて

いたいが経済開発第1次5カ年計画(1963-1967)に

もとづ･く全国埋炭調査の結果埋蔵炭量の大幅た増加が

見込まれるものと思われる.

4.生産量(市場炭として)

石炭の産出量は第3図に示すように1967年には渥
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5.炭質

トノレコに産する石炭は渥青嵐亜渥青炭および褐炭

であって無煙炭はほとんど産しない.

第4図は日本炭の石炭分類基準とトルコ炭の関係

および国際分類との関係を純炭発熱量と固定炭素比

(無水無灰基)の図表で示したものである｡1司図でも

わかるようにトルコの石炭は一部をのぞいてほとん

ど日本の分類基準にあてはまらずむしろ国際分類基準

あるいはヨｰロッパの分類基準により多く適合する.

これは日本の石炭が炭質において世界の石炭のなかで

も特殊た位置を占めるためでトノレコの石炭のほうが日

本炭にくらべて普遍的な炭質をしめしている.トルコ

の石炭は日本炭に比較して揮発分が少たく固定炭素が

多い.また同じ固定炭素量のものでは日本炭のほう

が発熱量が高いという相違がある.ただ注目される

のはトノレコ西部の炭田の一部で日本の留煎炭や唐津

炭に似た炭質の亜渥青炭(中新世)が産することである.

すたわちアナトリア西部のキュタヒヤの一部では地質

構造が複雑でかつ火山岩の貫入カミみられ日本におけ

る炭田の一般的地質状況と類似した地質を有している.

このようた例は炭質

と地質時代･地質状況

固定炭素

809⑪loo%

(無水無灰刺

との関係が密接である

ことを示す上にひとつ

の手がかりを与えるか

もしれたい.

資料:トルコMTA未発表分析資料
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11本の燃料地下資源

第4図

H本CEAC

分類某準

⑧･㍉

トルコ炭の時代

庫1際分類

･繕11義石炭紀一二二撹紀

回㈱傲始新世1

H惚驚1繍

日本CEAC分類基準国際分類およびトルコ炭の比較

トノレコ炭は発熱量か

ら大別して1～3級

の3クラスに区分され

る.1級炭は発熱

量6,ooo～7,600kca1/㎏

の灌青炭で国際分類コ

ｰド634に相当する.

日本のCEAC分類規格

での強粕結～中精結渥�
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第2表

トルコ万炭分析表

l1寺代

百炭

〃

〃

〃

二畳

〃

始新世

〃

〃

〃

漸新世

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

漸新一中新

中新世

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

鮮新世

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

炊

旧

争■

ゾングルダク*

〃紳

〃紳*

アンタリヤ(アクセキ)

〃

デイヤルバクル(ハズロ)

〃

チョルム(イスキリプ)

サムスン(ハヴザ)**紳

アマシア(メルジフオン)****

〃****

テキルダｰ

〃

〃

〃

エデイルネ(ウズンケｰプルウ)

〃

イスタンブル(ビユツクチエキ)

エルジンジヤン(メジデイエ)

マニサ(ソマ)

〃一

〃

キュタヒヤ(トウンチユビレキ)

〃

〃

キユタヒヤ(セイテユメル)

〃

キユタヒヤ(ゲデイス)

〃

〃

チヤナカレ(チヤン)

〃

アイドウン(ナジリ)

エルズ㍗ム(オルトウ)

〃

エルズルム(アシカレ)

シヴァス(デイヴィリキ)

〃

ネヴシエヒル(ギュルシエビル)*料*

〃紳**

〃*榊*

イスタンブル(シレ)

ズミル(セイデキヨイ)

サ(ソマ)

〃

ルサ(ケマルバシヤ)

〃

ノレドウノレ****

ンカラ(ベイバザル)

〃

ンヤ(ベイシエヒル)

〃

アン(エルジン)

工
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青炭B-C紙および亜渥青炭D級の一部がほぼこれに相

当する.1級炭はそのほとんどがソングノレダク炭団ヨか

ら産する.他の地域からも産しはするカミ量的にほと

んど問題にたらない.1級炭の代表的例としてゾン

グルダク炭の工業分析値を下にしめす.

示している13)･25〕.

トルコ石炭公社の資料25)によれば1970年代の石炭の

需要構造と上記とを比較すると製鉄用コｰス原料用

都市ガス用がわずかに増加し鉄道用および火力発電用

が減少すると予想される.

ゾングルダク炭

桝労禰叩野灘豊i盤織=腎糠1旨数i灰鯨

…1…d･…,･…1τOll｡｡'岬｡｡｡｡!…■灘灘.･,鮒･

2級炭は発熱量4,000～6,00肱｡a1/kgの亜灌青炭であ

り日本の分類規格の非粘結亜渥青炭E紙および褐炭F

級が主体で弱粕結亜渥青炭D級の一部をふくむ.主

としてアナトリア西部の新第三紀諾炭固に産するほか

アナトリア東部の二畳紀の石炭(ハズロ)や中部のネブ

シェヒルのものもこれに属する.代表的た例として

キュタヒヤのトゥンチュビレキ炭の工業分析値は次の

とおりである.

トゥンチビレキ炭

水神灰分･1揮発分･≡固繁素憶瀦1鷲瀞1硫黄･1灰落鯨

･…プ･…｣舳1帆･･1㌧8竺舳｡1τ…1･一･･l1,…℃

3級炭は発熱量2,000～4.0000kca1/kgであり日本

の分類規格の褐炭F､～F｡級に相当する.新第三紀鮮

新世の石炭の大部分および古第三紀と中新世の石炭の一

部がこの級に属する.主要炭閏としてはキュタヒヤ

のセイテユメノレ炭田があげられる.セイテユメノレ炭の

工業分析値は以下のとおりであるI

セイテメル炭

恥

可r河■らこ1･:･…1み…i･…!･一･･

6.供給先

トルコ炭はその約70%カミ製鉄用コｰクス原料鉄道燃

料都市ガスおよび火力発電に用いられ残りはチッ素

工業原料セメント･砂糖工場その他家庭燃料用として

消費されている.1級炭(渥青炭)の場合製鉄用コ

ｰクス原料炭として約20～30%鉄道用として約20%

火力発電用約10～15%都市ガス用として約10%前後利

用され他は各種工場向けおよび輸出用である13)･25).

2級～3級炭(亜渥青炭～褐炭)のおもた使用先は鉄

道約!0%各種工場30%火力発電15～20%家庭燃料

用約40%であり1級炭の場合とかたり異たった需要を

7.眉炭の地質時代

トルコ炭の地質時代は石炭紀二畳紀ジュラ紀

上部白亜紀古第三紀(始新世･漸新世)および新第三

紀(中新世･鮮新世)と多様である.このうち最も重

要たのは石炭紀の強粘織歴青炭でありっいで始新

世･中新世の亜渥青炭と褐炭である.

石炭紀の石炭

この地質時代に属する灌青炭のほとんどが黒海沿岸

のゾングルダク炭田(アマスラ地区を含む)に産する.

ここでは石炭紀中期のヴィセァンから新期のウェストフ

ァリアンまでの地層に52の炭層が存在しこれらのうち

約30層が現在稼行されている.同炭岡に産する石炭は

1級炭であり純炭発熱量7,200～8,800kca1/kgを有す

る.同炭田については次章で詳述する.

ソングノレダク炭田以外の石炭紀の灌青炭は地中海沿

岸のアンタリヤに近いトロス山脈中のアクセキ南方に産

する.この石炭はいわゆる一枚もので古生層の背斜

軸部に露出する下部石炭系中に賦存している.山丈1

～2m一露頭は南北0.4た㎜東西2しmにわたって追跡

できるが現在未稼行である.この地域は地質構造カミ

複雑でまた地理的にも不便であるのでさらに詳細な

調査が望まれる.

二畳紀の石炭

アナトリア南東部のディアノレバクル県ハズ口付近に産

する.炭丈0.50～O.90mで純炭発熱量7,700～7,900

kca1/たgの亜渥青炭である.爽炭層の時代は多産す

る植物化石群(中国朝鮮系統)から二畳紀中部とさ

れている.

ジュラ紀の石炭

アナトリア北東部のエノレズノレム県イスピノレおよびギュ

ムシャｰネ県ケルキット付近に産する.いずれもジュ

ラ系下部の緑色泥岩中に介在し炭丈は0.8～1.5m･純

炭発熱量6,300～7,990kca1/kgである.イスピルにお

ける埋蔵量は1,000万トン以下とみられている､

白亜紀の石炭

下部白亜紀には石炭はたいが上部白亜紀の石炭とし�



一49一

策3表トルコの炭周と地質時代および炭化度

地質時代

鮮新世

中新世

純炭雅熱量

kca1/㎏

()は平均

韮

4,970～7,290

��〰�

漸新世1

始新世

上部白亜紀1

5,380～8,090

上部(6,900)

中部(7,OOO)

下部(7,300)

5,670～7,010

��〰�

6,210～7,630

上部(7,400)

下部(7,700)

�㈰　

上山()は炭山含炭工胆タ1

テキルダｰモデイルネ(デミルノ･ソル)イズミルマニサ(ソマ)ブルサ(ケマルバシャ)イスパルタ(ヤリ

カヤ)ブノレドウルコンヤ(ベイシエヒル)アンカラ(ベイパザル)ヴァン(エルジン)

チヤナカレ(チャン)アイドウン(ナジリ)イスタンブルマニサ(ゾマ)キュタヒヤ(トゥンチユビレキゲ

デイスデｰイルミサスセイテユメル)チョルムシヴアス(ディヴリキ)ネヴシェヒル(キュルシェヒル)

エルズルム(アシカレオルトウ)

イスタンブルζギルダｰムウラアンカラ(コチヒサル)アダナ(カライサル)エディルネ(ウズンキョプノレ

ウ)エルジンジャン(メジディエ)

ポルウ(メルケシェル)アマシヤ(チエルテキメルジフオン)サムスン(ハヴザ)チョルム(イスキリプ)

タノLシエヒル(チチエキダｰ)シイルトチャンギリ(オパジユク)

ソユラ紀ja3ε脇1gO｣

二畳紀1

τ21脇;201

石炭紀1

τ3著9謝801

シイルト

エルズルム(イスピル)ギユムシャｰネ(ケルキット)

テイアルバクル(ハズロ)

ゾングルダク(アマズラｰゾングルダクｰエレｰリ)

アンタリヤ(アクセキ)

てアナトリア南東部のシイノレト県に産するものがある.

これは純炭発熱量7,200Lca工/㎏の亜滋青炭でありケル

マブ層の泥灰岩･頁岩互層中に介在している.詳細は

不明である.

古_第三紀の石基

丘)始新世

トルコにおける重要な石炭産出層準のひとつである.

この時代の石炭は主としてアナトリア北部のポントス

山系およびアナトリア中部に産し一般に炭丈が厚く

純炭発熱量6,210～7,630kca1/㎏の亜渥青炭ないし褐炭

一部熱変成による半無煙炭(サムスン県ノ･ヴザ)であ

る.代表的た炭田としてはアマシア県のチェルテキ炭

閏がありそのほかボノレウ県(中部始新世)チャンギ

リ･チョルム両県(中部始新世)サムスン県ハヴザ

(中一下部始新世)等の諾炭田･含炭地がある.

這i)漸新世(漸新一一中新肚を含む)

漸新世の石炭は始新世や中新世のものと比較して分

布が少たい.褐炭が主で亜渥青炭はまれであり純炭

発熱量は5,670～7,010kca1/㎏である.炭化度は始新

世の石炭および中新世のあるものよりいく分低い.炭

田または含炭地として従来アンカラ県コチヒサルア

ダナ県カライザノレイスタンブノレ県および東部のエノレジ

ンジャン県などが知られていたがこれまで鮮新世と考

えられていたテキノレタｰ炭田の炭層は最近の研究によ

り漸新世に属する可能性がつよくたってきている.

新第三紀の石炭

i)中新世

中新世の石炭資源は

第三紀層の石炭のなかで最も

炭層が発達しかつ埋蔵量も多くトノレコ褐炭資源の中

核をだしている､純炭発熱量は5,380～8,090kcaユ/㎏

褐炭を主とするカミキュタヒヤ県のゲティスやネブシェ

ヒル県たどでは亜渥青炭である.中新世の石炭を産す

る地域はトノレコ全土に分布しているが主要炭田はアナ

トリア西部(キュタヒヤマニサチャナカレ)に集中

している.アナトリア中部から東部にかけてはチョ

ルム県シヴァス県ディヴリキネヴシェヒル県キュル

シェヒルエルスノレム県アシカレ･オノレトウ等の炭田･

含炭地か分布している.しかしこれらの中一東部の

石炭はかなり良質であるにもかかわらず炭丈がうすい

ことやノ･サミが多いことなどによりまだ十分に開発さ

れていたい.

ii)鮮新世

鮮新世の石炭はすべて純炭発熱量5,000～7,290kca1/

kgの褐炭であり他の地質時代の石炭に比較して炭化度

が低くかつ水分が多い.'炭層は膨縮がはげしく局部

的には厚さ20mにも達するが短頭離で尖減するといっ

た具合に水平方向の連続性に乏しい.鮮新世の石炭

を産する炭田は概してアナトリア西部とトラキアに分布

しアナトリア東部にはほとんど分布したい.代表的

た炭肝としてはエディノレネ県デミノレハンルマニサ県

ソマ炭田ブルサ県ケマノレパシャコンヤ県ベイシェヒ

ルアンカラ県ベイバザル等である.

8.地質時代と炭化度の関係

第3表をみるように大きくみて時代が古くたるほど

炭化度が進んでいる.しかし中生代の石炭の炭化度は

始新世のものと大差がたい.時代の新旧による炭化度

とは別に同時代の石炭でも地域によって炭化度にかた�



一50一

りの差がみられる.たとえば中新世の炭田では工

一ゲ海沿岸のチャナカレやソマの炭田よりやや内陸に

入ったキュタヒヤのトゥンチュビレキゲディズの炭田

のほうが炭化度かか次り高い.これは内陸における火

山活動の影響にもとづくものといわれている11〕.また

始新世のサムスン県ノ･ヴザでは買入岩の影響とそれに

伴った断層運動によって粉炭化し半無煙炭とたってい

る29).

9.宿炭企業

現在トルコにおける石炭鉱業の大部分は国営のトル

コ石炭公社(TK･I･)の手によって採掘から販売まで

一貫しておこたわれており私企業の石炭鉱業における

活動範囲は現在小さい.TK.I.は1957年それま

で国営銀行のエディ･バンクに属していたエレｰリ石炭

公社を母胎として設立されたもので現在は動力天然資

源省の管理下にある公社である.T,K.I.の傘下には

ゾングルダク炭岡を所有するエレｰリ石炭公社(E.K.I.)

とアノレムトチュク石炭公社(A.K.I｡)およびアナトリ

ア西部の主要褐炭団を有する西部褐炭公社(G.L.I.)の

3組織がある.TK･I･の首脳部は衆議員議長大蔵

省および動力天然資源省の要人によって構成されており

国家計画に従って炭閏の開発を行なっている.

私企業は多数ではあるがいずれも中小企業であり

ゾングルダク炭田と西部の大褐炭田(ソマトゥンチュ

ビレキセイテユメルデｰイノレミサス等)を除く他の

褐炭田で稼行している.褐炭の生産において1960年

代前半まで私企業は国営企業に到底およばなかったが

.同年代後半から私企業の生産か伸び同年代末から1970

年代前半にかけて私企業と国営企業との褐炭生産高は

ほぼ半々になると推察される.

1皿トルコの主要炭霞

1.漉青炭の炭田

ゾングルダク巌田

ゾングルダク炭岡はトルコを代表する炭岡であり良

質の渥青炭を産する唯一の炭田あるいは世界にかず少

たい海底炭田を有することによって世界的にも知られ

ている.

位置･交通および地形

ゾングルダク炭田は黒海沿岸西部にあってソングノレ

ダク市(人口6万1千)を中心に西はエレｰリ束は

アマスラまで東西約160止m沿岸の狭長な範囲を占め

①ゾングルダク市と港.(トルコ観光情報局提供)

③ゾングルダク炭田コズル区炭坑内

(T,K.I.提供)

②ゾングルダク炭田コズル区のウズンメｰメットｰ

竪坑(T.K.I.提供)

④ゾングルダク炭田カラドン区の洗炭施設

(T.K.I.提供)

⑤ゾングルダク石炭積出港(T.K.I.提供)�
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組..竪皿皿敬_要(第5図参照)

ゾングルダク炭田をふくむ黒海沿岸のシデか

らエレｰリにいたる東西約16肱m一南北約20～

30km一の一帯にはジュラ系と白亜系が広く分

布し榴曲の背斜部や断層地塁部に二畳系およ

び石炭系が点々と露出している.ソングノレダ

ク炭田は東部のアマスラ周辺中央のソング

ィレダク周辺および西部のエレｰリ付近にそれ

ぞれ分離して露出する上部古生界区域によって

構成される.'これらの上部古生界はゾング

ルダクｰアマズラ間を北東一南西に走る大向斜

⑥ゾングルダク炭田北端のアマスラの街(トルコ観光廣報局提供)の北翼を形成している.

同炭田をふくむこの沿岸一帯は地質構造が複

ている.ソングノレダク市はイスタンブルから海路100雑であり海岸線に平行た断層が卓越し次いでこれ

カイリ首都アンカラより鉄道距離485ヒm車道距離にほぼ直交する断層が発達する.爽炭層である石炭系

278し皿の地点にあり良港を有している.炭田一帯はは下位のデボン系を不整合に覆い白亜系によって不整

海抜400～500皿の山稜が海岸までせまり平野部はきわ合に覆われる.石炭系は三堆積輪廻からたるが炭層は

めて少ない.下部のナムリアンから上部のウェストファリアンまでの

あいだに52枚介在している.炭層の厚さの累計は約40

炭田開発の沿革mにも達するがこれら炭層すべてが稼行可能というわ

ゾングルダクの石炭は1822年に発見された.1848年げではたく地域によって稼行炭層数炭層層準が異な

よりオスマン帝国皇帝の所有にたる炭鉱が開かれ第1っている.

次大戦までトノレコ海軍および政府の管理のもとに国

内企業および外国企業が採掘にあたった.同大戦後ゾングルダク炭由は大きくみて3地区に区分される

炭鉱は旧政府の手をはなれ1936年までフランスの私企(第6図).すたわち東からアマズラゾングルダクお

業が主として採掘を行たった.同年共和国政府はフよびアルムトチュクの3区である.ゾングルダク地区

ランスより炭鉱を買収し国営の鉱業･電力を管轄するはさらに東から西ヘカラドンユシュルメスおよびコズ

ェティ･バンクの所管とした.さらに政府はこれまノレの3区に細分される(第7図参照)･現在採掘の中心

での零細企業による採炭を廃止して“

!940年に先述のエレｰリ石炭公社第5図ゾングルダク炭田周辺地質図･1概

アマスラ

(E･K･I･)を発足させて積極的た開(資料トルコ宣ξ､地質図から)鍔

紗肌/｡舳

第二次大戦後米国のマｰシャノレ

11浄董妊磁灘4

開発推進のためアノレムトチユク石炭駈娑磁1繊1妻1･デブ薮……撃榊

囮火1｣臓一竃二畳系

公社(A-K･I･)を新設してソング

目嫡統騒饅倣系

ルダク炭田のすべての運営を行なっ鰯由蜘洲ルシ〕㎜匝.デボン系

てきている.匿翼1白亜系固花商岩

∵^｡〃霞1シｰラ系圓緑色織1

.考､･琴｡巾/断層�
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策6図

ゾングルダク炭田の

地域分布挿

舜

〕ニク北タ'ク

キレチュりキ

アルムトチュク地区

エレｰ一』

キ{

ルチュ油

ゾングルダク』山1え

弾

手･､･イシュマ

イ

η

オ

ス

河

至

ア

カ

アマ'スラ

パルトン

アマズラ地区

､

ウ

河

一

0102030㎞

石炭系(第4表参照)

ヴィゼアン統:石炭系の下部で

厚層の海成石灰岩と頁岩からなり

D必〃ψ伽1Z舳のD｡～D｡帯に属す

る.層厚!,400～1,600m.

ナムリアン統(アラシァｰズ層:

薄炭層をはさむ砂岩･頁岩の互層で･

層厚約300m.アマスラ地区では

稼行可能な炭層1枚をふくむ.ア

ノレムトチュクでは多数の薄炭層を

はさむ頁岩と軟質砂岩との互層であ

るが稼行炭層はない.

とたっているのはソングノレダク地区でありアルムトチ

ュク地区もまた採掘を行たっている.アマスラ地区は

地質構造カミ複雑なうえ炭層がソングノレダク地区と異な

るため目下探査中であり数年内に開発されるもの

と推察される.

i)層序

基盤岩

石炭系の基盤をなす上部シルル系とデボン系はアマ

スラ地区に狭少た範囲で露出するほか炭田酉方に広く

分布する.厚さ2,000～3,000mの雑色頁岩･珪岩･石

灰岩の互層である.

第7図ゾングルダク地区および

仙/切地1楓一)ノ4

凡例

〆鉄道

÷'←送電線

魯竪坑

㌧坑道

圏㌧洗炭場

､･､.一区界

黒

ゾングルダク…巷

怖

似"一メ･パ.

竪坑

〔コズル区〕

社宅

＼./

＼.!一

ウェストファリアンA統(コズル

層:炭田における主要爽炭層で厚さ200～600mゾ

ングルダク地区のコズル区で最もよく発達する.礫

岩と砂岩が卓越しこれらと頁岩との互層カ)らたる.

コズノレ区では平均山丈1～4mの稼行炭層17～18枚を有

し炭丈累計30皿に達する.同地区の南部には上

記地層と同時異相のクルチ層があるがこれはわずか

3稼行炭層を有するにすぎたい.アノレムトチュク地

区では炭丈1～30mに変化する2稼行炭層がある.

アマスラ地区ではヒュックデゥキュック層はじめ2～

3枚の稼行炭層のほか若千の炭層が存在するが地

下深部のためと構造が複雑たため炭層の同定がま

だ明確てたい.

ウェストファリアンB～D統(カラドン層):石炭

系上部を構成し岩相はコズル

チ溜■ズ

油キり州二ζ

＼

!'＼

べ＼

･ユ･ゲ11坑

言w･･＼×一

氏イダマ㌃竪坑社宅分㌧｡1

�

〔ウユズエルメス区〕/･

".〆

二〆砕_リ._

一

5㎞

黒海

工.1､社､"

､

｣

��

エレｰり港

寿為〆

0510后

層から漸移する.砂岩･礫岩

互層からなる.この地層にお

ける炭層の発達はゾングルダ

ク･アルムトチュク両地区で不

良であるが東部のアマスラ地区

では4～5の稼行可能炭層が存一

往している.

ステファニアン統:石炭系最

上部の地層で灰色ないし緑色

または赤色の砂岩･礫岩の互層

でありカラドン層よりやや石

灰質である.炭層を含まない.

二畳系(アルトデレ旛)

石炭系を整合に覆う.赤色

･緑色の細粒～中粒砂質頁岩と�
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策4表

ゾングルダク石炭系層序と主要炭層

布

炭

地

層

地層名

ニァン≡ユ50～200㎜

1地

'アルムトチュク

ゾングル

ダク

区

アマスラ

上

ステファ

音11

ウエストフアリアンB～D

ウェストファリアンA

下一

ナムリア

ヴイゼア

ノ1

カラドン層300～700m=

コズル層200～600m

部.

ン'

ll-1一ス層･･一!

ユ,400～ユ,600工n

ダブルジュ

ユチキョイリュウ3.O

ボズマオｰルウ

キュチュク

ビュツク6.O

竺層1

パバス

ケスメリ

ビュック

ドムスジュ

タッシュバジャ

アジェンタ

メスオｰルウ

ラブウト

リュウクチャ

ミロヘ1コ

ハシュメミシユ

スウル

レオニダス

アジュルク

ビリチ

チヤイ

ペトロ

キュルトシエリフ

ユ.30

��

㈬㈰

�㈰

�㈰

ユ.25

�〰

�〰

��

㈬�

��

�〰

��

�㌰

�〰

��

㈬㈰

��

薄

炭層3

�

ウエストグルデレ1.7

タヴアン2.2

カルソ2.1

アッラｰ1.0

タッシュルウ十0.5

貨至3J魯一1.O

第2層〃

第1層〃

無､名屈1.O

ビュックデゥキエック

3～10.O

無名層1.2

1拡多層･･

注)数字は炭丈㎜

泥灰岩から汰り炭層をはさまない.岩相は英国炭岡

に産する赤色砂岩層のそれに類似している.層厚は約

��渮

被覆岩

石炭系および二畳系を不整合に覆う被覆岩は

て上部白亜系の石灰岩である.

北

去素磁

一

一

一

℀

�

第8図

試

錐

�

�

�

主とし

ii)地質構造

アマスラ地区(第8図参照)1古生界は海岸に面し

た地域に分布し上部白亜系は内陸部に分布する.古

生界は北西一南東方向の摺曲軸を有するが上部白亜系

は北東一南西方向に走り南東に傾く.石炭系は古生界

分布地域内の一部に露出するにすぎない｡古生界は北.

東一南西および北西一南東方向の多数の正断層逆断層

によって寸断され複雑な

試.

ノイン､錐=

難.バレ1工1打･∫∵一､､

...､帆二≡雀蔓.1･㌧･∴{ノニ･､､

v､アン･Uv

/ウニ耐淋藁峯

1フジ;｡〉グ･､

1づエス1プア1アン｡

｢ウェストファリアンBミ

試

錐

南

アマスラ地区地質断面

モザイク構造を呈する.

地層の傾斜は一般に20｡～

40｡であるが場所によっ

て古地塊滑動によってき

わめて複雑た構造を呈し

地層の逆転がみられる.

断層の落差は20～60mが普

通であるがたかには落差

700mに達するものもある.�
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策9図ゾングルダク地区

コズル区地質図

熱:Bir6町C{196J〕よリ帖〕

今

�

黒海一1

�

一＼＼多

0＼＼'

㌧!^.＼.

一＼"'1

､下谷＼ぺ療､キバ

欄ゴ､･雌

わド､･

亡鯉

シくス竪坑

｡｡･㍗堕葦･1

｡二断層＼×イ外へ'I･

吋為遺

0竪坑

�

』

.!㎜1亜系

断層運動はアルプス造山運動に伴ったものと考えられる.

ゾングルダク地区:同地区の東部にはゲリキｰギ

ュンテペｰバｰノレクを通過する東西方向の背斜軸があり

背斜軸の南2kmに平行した向斜軸がある.背斜北翼に

は軸に平行な断層南翼には斜交した断層が発達する.

コズル区は第9図のように南翼を断層で切断された

ドｰム構造をたす.ドｰム翼部の傾斜は40度前後であ

る.ドｰムの北翼は北に20度～40度前後で傾斜し海

底下にのびて海底炭田を形成している.ドｰムには

東西性断層と北東一南西方向の断層が卓越する.最大

の断層はドｰム南東縁を限るミディ断層でありこれは

北に80度傾斜した北落ちの正断層で落差は800皿にお

よんでいる.

18枚の稼行炭層がある.炭層は一般

に厚さに変化が多くかつかなり粉

峰

グ几ダク市

炭が多い.とくに厚い炭層ほどその

�

一

一

傾向がつよい.チャイ層は場所によ

一

�

って山丈10mに達するがはさみが多

一

謬

■

�

一

く厚さも変化が多い.アジュルク

■

�

層ははさみが少なく厚さの変化が

少在い安定した炭層である.

､アノレムトチュクでは稼行炭層はビュ

ックタマル層とユチキョイノレウ層の2

枚しかないが炭丈は厚くて前者が6

工n後者が3m一である.

ウェストファリアンB～D統(カラ

賞洋二!111ジ弩〆㍗lll

レタヴァンカノレンアッラｰの各

層が稼行炭層として有望視される.

しかしこれらも炭層の厚さに変化がありタヴァンカ

ルソ両層は0.50mカ)ら2.20狐に厚さが変化するウエ

ストグルデレ層も厚さにかたりの変化がある.

炭質(第5表参照)

ソングノレダク炭田産の渥青炭は地区あるいは区によ

って若干異次った炭質を有する.最も良質でかつ代表

的たコズノレ区(ゾングルダク地区)の炭質は次のとおり

である.

代表的なゾングルダク炭の分析表

水分･灰分･鷲分異定舵､､諺｡戸細1職｣

粗炭■･･1･････…d･…1㌦…W･い･･.一;

粘結

強

アルムトチュク地区1石炭系は長さ8良㎜幅1しmの

範囲に露出し走向は海岸線に平行で南に約40度傾斜

した軸面をもって向斜構造を形成している.向斜南翼

は垂直化翼は水平たいし20度の傾斜でもって海底へか

むって上昇するカミ北に便斜した白亜系によってさえぎ

られている(第10図).

市場炭'･j廿･p.叩･他･･一孔…■竺1･…℃

強

炭層

第4表のように主要爽炭層は地区によって異たるカミ

ウエストフアリアンA(コズル層)の炭層が主として採

掘されている.ナムリアン統にも炭層が存在するが薄

層のため稼行されていたい.コズノレ層で炭層が最も良

く発達するのはソングノレダク地区でありコズノレ区では

純炭1

二36･2063･808･200～8･5001･05｣強

�

�　

㌰

㈰　

�　

�

一ユ00

�〰

�〰

�〰

�〰

�さ

資料:T.K.I.1962

北

試

錐

紬奔

(･

第10凶

講

鳴

唯

水11･1

＼1,→1'

州ひY㍉

!＼1

㌔↓しツ皿!

一稼行炭層

500m一_一一一未稼行炭層

■･一･断層

アルムトチユク地区の地質断面

南�
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策5表ゾングルダク炭田0)代表的炭層別の炭質の一例(粗炭)

����1工�������

����地[来炭丈■炭層名下｡分'灰｡ガ■師訂1固繁素■雫｡菰F爾豊狐二■腎■承S嚇･�������

����ユ…一■L1■一■1■■ソングルタク(刈1…一･轟チヤ/J････….･････…1τ…1｡…1-1重コ舳一�������

��…1メスオｰルウ*1λ･･.･…4.30iアジュノレク*2.15137.88�����!����

〃������24.4625.01i7,612�����

������!���8,381.一〃5'1･��

〃�����������

������㌵����

���i����7.5111��■8,199一〃■31!2��

�����｡｡.｡O!｡｡.｡｡｡｡.｡｡����一��

アルムトチユク�3.00�ユチキョイルユ**�2.80�■�������

���■��������

�6,00�ビュツク**�2.60�■�������

〃���■�4.37��31.58■60.28�����

アマスラ�100～1751�ウエストグルデ***�4.00～5.20��19.1～47,119.4～30.8j196313326;150～320■282～320;�29.5～44,8�一二::1ニニll:1内｡｡ぺ11量11占二''l1j�一一6700～7300.1''�;�弱～非■�一

��レ������≡���

�050～220■�������■���

��タヴアンヰ料�4.30���42.81�｣7,300■11-6,900～7,000=;1｣7000～7,300-1'1■i舳｡～τ5001�■�■��

〃���������〃■�一�

〃�O.50～2.10�カルソ締*�3.6～8.6���36.0～45.O��2%�■〃�一�

�����一���以下���

〃�O.70～1,00�アッラｰ***�13～65120～501�31.O～38.0�260～316■�30.0～37.0���〃�一�

〃�0.50～1.00�タッシュルウ***��23,O～49.8�■228～32611�22.1～42.0���〃�一�

��������■���

■■����������■■�

分析資料:*文献30)**文献16)*紳文献18)

元素分析

･夕∴甲.川･そ…ソ!･.･

ふ･一･τ･,舳れ･二･･r舳･1㌦･一山

上表でわかるようにゾングルダク地区の石炭は強粘

結低硫黄分の高度灌青炭でありわか国の北松炭がや

やこれに近い.しかし同一地区内でも場所層準によ

って炭質にいくらかの変化がある.すたわち揮発分

(無水無灰基)は29.5～33,8%灰分20～48%の幅があ

り国際分類コｰドもコズノレ炭533･534ウユズエルメ

ス炭534･535カラドン炭634･635というように炭質

に多少の変化がある.また粗炭(切込み炭)におい

て灰分がいちじるしく多いのがゾングルダク炭の特徴

のひとつである.これは地質構造にもとづく炭層撹乱

によるものと思われる.

アノレムトチュク炭は上記の石炭に比較すると若干品

質が劣る.すたわち市場炭で水分2.4%灰分15～25

%揮発分35.5%(無水無灰基)純炭発熱量7,980～

8,080良｡a1/kgでありコズル炭に比較して灰分および

揮発分が高く発熱量が低い.また粘結度が低く国

際分類コｰドは611である.

アマスラ地区の石炭はさらに品質が劣り低度渥青炭

ないし亜灌青炭である.第6表は炭層別の炭質を示し

ているがそれによると水分1.3～8,6%灰分15～50%

揮発分19～33%純炭発熱量6,100～7,500し｡a1畑全

硫黄2%以下弱粘結ないし非粘結である.

以上を通観すると現在世界的に重視されている製鉄

用コｰクス原料炭の観点からはソングノレダク地区(コ

ズルウユズユノレメスカラドン区)の石炭が最も重要

であり同地区の開発力沖心にたるべきと考えられる.

いっぽう高揮発分のアルムトチュクとアマスラの両地

区の石炭は都市ガス用炭として注目されるであろう.

埋蔵量埋蔵量の数字は資料によって若干異たるが

1割前後のバラツキたので古いがくわしい

TK.I｡資料にもとづいた.

ゾングルダク炭田の総埋蔵量はT･K･I･資料13)･25)に

よると13億9,400万トンである.これを地区別にみる

と第6表の通りでカラドン区5億3,900万トンウユ

ズエルメス区3億1,000万トンコズル区3億2,900万ト

ン以上合計ゾングルダク地区11億7,800万トンであり

炭田全体の85%弱を占める.未開発のアマスラ地区は

1億1,600万トンであるが現在さらに調査がすすんで

いるので若干の増加が見込まれよう.また後述す

るように海底部で約500万トンの埋蔵量(科学技術庁

資源調査所未公表資料閉が算定されているがこれが

上記の埋蔵量中に含まれているのかどうかはわからない.

生産量

ソングノレダク炭田における生産量(市場炭あるいは精

炭)の推移は下表のとおりである.

1962年1963年ユ964年1965年1966年1967年1968年

㌮�㌴���������〵�㌱���

(資料:T.K.I.1965･25〕*はトルコ勧業銀行資料6〕より

推定.1968年は1967年より約5%の減産)､

第6表ゾングルダク炭哨の埋蔵量

100万トン

地

区確定推定予想合計

一■'I■■����1■■�■

�カラドン����

ゾ�(キリムリケリキ含)�156�128�255�539

ン�����

グ�ウユズエルメス����

ノレ�(チャイタマル合)�119�113�78�310

ダ�■■■'凹■�■1111�一'�一■■■1�■■1■■■11u

ク�コズル�40�169�120�329

�アルムトチユク�40�60�一�100

�■■■■■■■■■■■■■����

�*アマスラ�24�38�54�116

�■■■■■■1'�…』…一■一■一��山一1�凹

�合計�379�508�507�1,39里

�盗料1T.K.I,196213)個一し*はT.K.111966茉公素瞥料25〕����

資料TK1196213)但し*ほTK11966末公表資料25〕�
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すたわち1967年の生産量は500万トン(精炭)を突

破した.しかしこれを粗炭(切込み炭)べ一スでみ

ると1964年の場合7!4万トンを生産しておりその

歩止りは約60%である.すたわち下表に粗炭と精炭

の生産例を示す.

1964年度単位千トン

A.全出炭量(粗炭)7,ユ41(灰分42.2%)

B.粗悪炭(ボタ)2,692(灰分84.O%)

A-B市場炭(精炭)4,449(灰分12.6%)

資料:T.K.I,1966未公表

このように4割近くが粗悪炭でありその多くは粉

炭であることは地質構造の複雑さと火山岩の貫入にそ

の一端の原因があると推測される.

地区別の日産は以下のとおりである.

よる火災や出水が起こるため危険な個所では空気充

填が行なわれている.

洗炭設備は炭田を通じて3カ所にある.ゾングルダ

ク市の洗炭施設は750トン/時および250トン/時の能力が

ありウユズユルメスコズノレ両区の洗炭を行たってい

る.チャタラｰズ洗炭施設は500トン/時の能力でカ

ラドン区の洗炭を行なう.アルムトチュク地区には250

トン/時の洗炭設備がある(第7図参照).

労働者数

1964年における地下労働者は1,547人地上労働者

1,997人合計3,544人である.情報によると1969年に

おける労働者数は地下1,500人地上1,700人合計3,200

人であり1964年より1割程度減少している.これは

機械化による合理化を反映したものと推定される.

ウユズエルメス区

カラドン区

コズル区

アルムトチュク地区

計

資料

3,500トン

5,300トン

3,600トン

1,200トン

13,600トン

山本産業(株)資料

注)精炭

たおアマスラ地区は1971年出炭開始の予定である.

生産量における炭塊サイズの割合は以下のとおりであ

る.すなわち塊炭(50㎜皿以上)6%中塊炭(18

-50mm)13%小塊炭(10-18mm一)10%粉炭(0.5-10

m皿)45%微粉炭(0.5mm一以下)26%.このようにゾ

ングルダク炭の70%が粉炭である.

灌青炭の供給先

ゾングルダク炭の1964年における供給先は製鉄所29%

鉄道20%火力発電所13%ガス発生炉11%セメント

工場9%その他は工場家庭燃料向けである25).この

うち製鉄所向けは年々増加し1977年には製鉄所向け

の原料炭が36%にたる計画である25).

現在トノレコには製鉄所はエレｰリおよびソングノレダ

ク南東方のカラビックの2カ所にあり後者は年間粗鋼

生産能力70万トン前者は55万トンである.経済開発

第2次5カ年計画では1973年に地中海沿岸にイスケン

デノレン新製鉄所(年間生産能力100万トン)が建設され

る予定でありさらに1977年頃第4の製鉄所の建設が

計画されているといわれている.これらの新製鉄所の

建設によってソングノレダク炭の需要はますます増大す

ると考えられる.

採炭方法と洗炭施設

コズル区の一部をのぞいて竪坑による坑道採炭であ

る.主竪坑はゾングルダクアノレムトチュク両地区で

5あり竪坑の深さは420～620m径は4.5～6.5mであ

る.坑道はコズル区で水準下一300m･カラドン区で

一164～一364mにのびており(1965年現在)切羽数は

約130である.炭層の上下盤は一般に頁岩で脆弱なた

め鋼鉄支柱がもちいられている.

探掘はその約80%がロングウオｰノレ(長壁)法5

%が中段坑道採炭のこりカミ水力採炭および柱房法

(RoomandpiI1ar)である.炭層カミ垂直である場所で

は主として中段坑道採炭法45度以上傾斜し炭層が厚

いところでは柱房法がとられている.

運搬はベルトコンベヤｰ方式とトロリｰ炭車の組み合

わせで行たわれる.坑内ではしばしばガス異常発生に

海底炭田工5〕30〕

ソングノレダク炭田における海底下の開発は主として

コズル区の隣接海底で行たわれている.海底下の探査

は1958年に開始され海上からの音波探査と陸域にお

ける既存の坑道からの採炭坑道および採炭水平ボｰリン

グによって探査が行なわれてきた.しかし海上からの

試錐はまだ実施されていたい.これまで掘さくされた

採炭坑道は6ありこのうち最長の離岸距離は590皿で

ある.採炭坑道の1例を第1!図に示す.

上記の調査結果によると海底炭田部の水深は30～40

m一海底表層の厚さは40m前後海底下の爽炭層は砂岩

･礫岩に富み陸域とほぼ同じ炭層鮮を有することこ

れまで予想されていたような海岸線に平行た大断層は存

在しないこと地層は40度前後で沖合へ傾斜することだ�
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'プ＼アリ優坑

豪勇嚢幾

〆φ〃“＼

第11図ゾングル

第7表国営酉音11(G.L.I.)の4炭田の埋蔵量22〕単位千トン

埋蔵量子トン���

炭田名�確定1推定�1�合計

�予想��

/ウンチュビレキ1屯｡｡1｡｡｡｡｡,�106,000�199,000�

セイテユメル1500;舳0デｰイルミサス!500;2,000�28,O00�94,000�

���〰�

■ソマ･い…1舳･�一�36,000�

��

!�■^��

合計�6.5001ユ9ユ,O00�ユ34,OOO�331,500

��

*ムミヤエルマル区のみ

どが判明している.海底下ヒおける埋蔵量は海水準

面下200～300mで463万トン300～450皿で約600万トン

と推定される15).

海底からの出炭は1963年にはじまり1968年には年間

25万トンの出炭があったといわれている剛.稼行されて

いる炭層はアジュルク層その他23の炭層でありこ

れらは海水準下200～300m間で採掘されている.200

m以浅の炭層は坑道の保護のため採掘されたい.

海底炭田の開発探査は現在も続行されている.探査

の主項目は海底地形海底における地層の厚さひろ

がり岩質地質構造岩脈の位置および來炭層と白亜

系との不整合などである.

2.褐炭田(亜渥青炭田を含む)

a.国営の褐炭田

褐炭田および亜灌青炭田はトルコ全国に分布

第8表ユ961年における国営西部(G.L.I.)の4炭田

の生産量五島)単位千トン

炭則ぺ露天掘1坑道掘1合

トゥンチュビレキ1713■

セィテユメル52;

デｰイルミサスユ80

ソマ56!

���㌷

㈵��

一､]80

496■552

合計･…1･…1ム…

ダク炭団海底坑道図

しているが大規模に開発されているのはアナトリア

西部のトゥンチュビレキセイテユメノレデｰイノレミサ

スおよびソマの国営諾炭田である(第12図).これらは

当初私企業によって小規模に開発されていたが!940

年に西部褐炭公社(G･L･I･)が設立されて以来同公社

によって大規模に開発がすすめられてきている.

これら4炭田における埋蔵量の合計は約3億3,000万

トンであってこのうちの約60%がトゥンチュビレキで

ある.生産量は4炭田をつうじて約250万トンであり

(第8表参照)これは1961～1962年頃のトルコにおけ

る全褐炭生産量の約80先を占めている.

炭質はデｰイルミサスの亜灌青炭をのぞき他は褐

炭(純炭発熱量6,000～7,100kca1/たg)である.褐炭の

うち良質のものはトゥンチュビレキに産する.これら

褐炭を日本の褐炭と比較して著しい相違点は同程度の

発熱量の場合目本炭の方が揮発分が多いことである.

第9表にみるようにトゥンチュビレキセィテユメノレ

ンマの褐炭は日本の褐炭系列にはあてはまらない位置

をしめる.しかし地質構造が複雑で火成岩の影響

を受けているデｰイノレミサス(ゲデイスを含む)炭は亜

灌青炭であり日本の留萌炭田や唐津炭団の弱粘結炭に

似ているのカミ注目される.採掘は坑道掘りと露天掘り

であり生産量からの比では40%が露天掘りから得ら

れている.露天掘りは能率カミよくて低コストであるが

炭質は坑道掘りにくらべてやや劣っている.

ギ＼

/｣

黒海

�

xゾ

エグ

イスタンブｰルレル

ルマラ暖=イズミト㍑

エスキシェヒル

国

ノ几父セイテユメル

､匠匝因･ミ粉イ

㌣､ユ

乍タ050100k皿

h阜』一｣一一

第12図酒部国営炭田位置図�
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策9表国営西部(G.L.I､)の4炭田における代表的炭質(精炭)

炭田名ユニ

炭層名■

水分%三灰分%'

トゥンチユビレキ16～2420～24

セイテユメル27～4020～40

デｰイルミサス5～11'18～21

ソマ17～23:14～20

揮発分%一

32～40

20～30

28～35

35～45

薬分

■綻炭素%一発熱量i

正�皿最

27～33'3,800～4.600

20～2812,200～3,000.

37～4015･500～6･0001

23～30■4,000～4,200

析

純鰍ピ硫黄･

��　

6,000～6.300

�㈰　

6,OOO～6,700

1.O～1.5

1.O～2.0

3.3～4.5

1.O～1.5

灰融一紅

■一1''''1o1C'

1,250～1.340

�㈸　

1,280～1,350

分析資料:文献22)

褐炭の供給先は前述のように鉄道各種工場火力

発電所および家庭燃料向けカミその大部分である.この

うち低品位火力発電用炭としての需要が増大している.

トゥンチュビレキ炭田

位置1キュタヒヤ市の45km一画のタヴシャンノレの

北14kmにあって炭鉱まで鉄道が通じている.

地質:中新統下部の地層からたり数枚の炭層を

爽在する.地層はいくつかの不規則な形状の小堆積盆

地にわかれて分布する.地質構造は比較的簡単であり

地層は20度以下で緩傾斜する.炭層の山丈は4～12皿

.三山総繊慈姦灘葦享=一

左上⑦トゥンチユビレキ炭鉱露天掘り.

は発電所

遠景

右上⑧トゥンチユビレキ炭鉱露天掘リの炭層

⑨トゥンチユビレキ炭鉱露天掘リ.

電気ショベルで採炭�
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であり一般に頁岩のハサミが多い.主要稼行炭層の

1例を第13図に示す.

炭質:第2表および第9表に示すように純炭発

熱量6,300～7,100kca1/kgの高揮発分褐炭であり中塊

炭(18m-m以上)が40%弱をしめ粉炭は20%程度であ

る.

埋蔵量:第7表のように総埋蔵量約2億トン確定

炭量は450万トンである.

生産量:第8表のように143万トンでありその半

分が露天掘りから生産されている.

採炭と諸施設:斜坑による坑道掘りと露天掘り

とを行なっている.坑道掘りでは普通長壁法で採炭

しているカミ炭層が厚い場合は2段にわけて採掘する.

運搬はコンベヤｰシステムおよびトロリｰ炭車である.

露天掘り採炭は発破およびブノレドｰザによって被覆

層を削り22立方ヤｰドの電気ショベノレで石炭を採取す

る.運搬はすべてトラックである.1967年現在22

～27トンのトラック42台各種電気ショベル30～40台が

稼動している.また16時間稼動の粗炭6,000トンを

処理する洗炭設備がある.

セイテユメル炭田

位置と沿革:キュタヒヤ市の北酉25kmに位置す

る.この炭田は歴史が新しく1950年代にトノレコの地

質調査所(M.T.A一)と公社(G.L.I｡)とか共同調査のもと

に開発したもので1960年に採掘が開始された.現在

開発されている範囲は炭田全体の一部にすぎず将来の

発展が期待される.

地質と妹層:同炭田は北東一南西方向に30km･

北酉一南東方向に15kmの広さである.來炭層は上部

中新世に属し2枚の稼行炭層をはさむ.上層と下層

のへだたりは48m上層は山丈2～101nで上盤は泥灰岩

下盤は礫岩であ亭.下層は山丈16mに達するものがあ

る.地質構造は簡単であり断層は少ない.地層は

南東に8度前後傾斜する.

炭質1他の3炭団にくらべて炭質が劣り純炭発

熱量は6,000～6,300kca1/たgの低度褐炭である.水分

カミ著しく多く(27～40%)日本の亜炭に近いものもあ

る.

採炭その他:すべて露天掘りで採掘されている.

被覆層の削剥量と採炭量の比は311である.ディｰ

ゼルショベノレ(532.51.5の各立方ヤｰドのショ

ベノレ)数2710トンおよび22トンのトラックブルドｰ

ザグレイダｰおよびドリルマシンが稼動している.

デ■イルミサス炭田

位置:前述のタヴシャンルの西40kmに存在する.

地質と炭層:爽炭層は中新統下部に属し3小堆

積盆地にわかれて分布する.稼行炭層は4～8皿の山丈

であり場所によって1～40皿のハサミによって上下に

2分される(第13図).地質構造は複雑であり地層は

10～40度に傾斜し多くの断層カミある.

炭質:4炭田中最も良質で純炭発熱量8,200

隻｡a1/kgの高揮発分亜灌青炭(国際分類)日本の高度

亜渥青炭D｡～D｡に属する.しかし硫黄分が3～4%

とかなり高い.このようた炭質上の特質は地質擾乱

の多いことに起因すると思われ二一般にトルコ炭が日本

分類にあてはまらないにもかかわらずデｰイルミサス

炭が日本炭の分類範囲に入ることは炭化度と地質擾乱

との関係を知るうえで注目される.

埋蔵量および生産量:第7表および第8表に

示すとおりでありいずれも他の3炭田に比較して最も

少ないがこれは地質構造が複雑なためにまだ十分に

調査開発されていないことによるであろう.

トゥンチュピレキ炭111

差要稼行炭層

�

セイテユメル炭出

稼行炭層

L上二層

雌=2型m

lu4二2.28

�

下層

�

上

↓

炭丈_2.08

■■■一一'■m

1-I'二2.76

第13図G.L.I.言斉炭冊の主要稼行炭層�
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採炭その他:坑内採炭と露天掘りの両方がおこな

われているが前者が主力である.2斜坑(傾斜10度

および38度)を有し採炭には長壁法カミおこたわれてい

るがノ･サミが厚い場所では二段採炭法が採用されてお

りこの場合の採炭回収率は70%である.露天掘りは

前述の炭田と同様の方法で採炭が行たわれている.

第10表ソマ炭因の稼行炭層の層準

ソマ炭田

位置:工一ゲ海に面したマニサ県の北部にあり

イズミノレ･バルケシル間の鉄道ソマ駅はイズミノレから

150km北にある.炭鉱はソマ町から7Lm南の海抜800

皿の丘陵地にあって炭鉱から鉄道駅までの6k･nは空中

ケｰプノレで粗炭を運搬している.

時代1層群1堵榊炭加文｡m

新■I■』層�｣二甘1〕↑剛火憎㌧A｢6爪｢⊥ソ'■��∠∪∪～oow04∪1}oo∪�

���凸凹一�

��↑�■�

世灘�砂質頁岩層120m���

1u1■■■■■■■■■■■��._一↓､.I�■■1■｣…I■■■■■�

�中部褐炭層(Km3)三��340～700/545～1,860�

中�下≡石灰岩塩�↑��

部1一一一一一一一･｣150～ユ80m新一泥灰岩層!;層=���一�■

���360～1.580/715～2,285�

�■■下部褐炭層(K皿2)一世'群..._..i■I!カイデ層i���

泥灰崇･凝灰崇層

鮮､.L

部一､L部褐炭層(KP2KP1)'200～380/640～860

古第三系または中生屈

資料1M.T.A.未発表資料27〕

地質と炭層1爽炭層は中新統下部および鮮新統に

属し7の小堆積盆地にわかれて分布する.1堆積盆

地における層序と稼行炭層は第10表のとおりである.

ムミヤ盆地では長m2とkm3があり前者は山丈10～22

mで頁岩のハサミが多い.ハサミおよび上下盤の岩石

は泥灰岩石灰岩グレイワッケ頁岩からなる.同

盆地の酉にあるエルマル盆地およびクスラクデレ盆地で

は稼行炭層は山丈5～22mの1層である.鮮新統中の

炭層は膨縮がきわめてはげしく水平距離の数100m間

で尖滅する.

炭質:炭質はトゥンチュビレキとセイテユメルの

中間的性質をしめし純炭発熱量は6,000～6,700長｡a1/

k9である.国際分類では高揮発分褐炭に分類される.｡

第11表は炭層別の分析値を示す.この表にみるよう

に鮮新統の褐炭は中新統のkm2と3にくらべて炭化度

がやや低く硫黄分が高い.

採炭方法その他:坑内採炭と露天採炭でおこた

われる.ムミヤ地区では坑内採炭カミ行たわれ斜坑か

ら水平坑道カミのびる.採掘は中段坑道をともたった長

壁法である.露天採炭はエノレマノレ地区で行なわれる.

被覆層の削剥量と採炭量の比は5:1である.･採掘機

械および運搬には4立方ヤｰド電気ショベル3台10

15および22トンのトラック15合グレイダｰ1ブノレド

ｰザ3コンプレッサｰ1である.

チャムルシヤ炭鉱

国営の炭鉱の南西方に接してソマ炭田には私企業の

チャムルシヤ炭鉱がある.この炭鉱は私企業として大

企業のひとつであり!948年に開発され1960年頃には

すでに年間生産20万トンをだしている.炭層は国営炭

鉱と同じく中新世に属し発熱量5,600kc･1/kgの亜渥青

炭である､1961年現在約500人が従業している.

も.その他の褐炭田

埋蔵量:第7表にしめすように1961年における総エディルネ炭田

埋蔵量は3,600万トンであるがある資料25)では1億トラキアの北端にあるエディノレネ市周辺に存在レ北

2,200万トンが見込まれている.部の鮮新統の炭日ヨと南部のウズンキョプノレウ付近の漸

新統の炭田の2地区に大別される.南部地区はノ･ノレマ

生産量:1961年の生産量は55万トンでその80%ソルをはじめ多くの鉱区に細分される.この地区は地

が坑内から得られている.質的にみてテキルダｰ炭田の北延長部にあたりゆるや

かた地質構造をなす.炭質は褐炭で純炭カロリｰ

第11表ソマ炭田の炭層別の分析表

水分･1

灰分%

揮発分%

固定炭素･1㌦菰g量'鈍器繍㍉硫黄分･

KP215.32～27.07

Km320.26～21.82

…j･ふ･･一･τ･･

15･80～36･7221･39～32･35=

17･02～23･79≡25･31～32-11=

21.38～24.0331.61～32.901

20.35～32.98'2,364～4.116

25.83～33.91-3,451～3.6301

32.27～32.93.3,645㌧3,888一

5,848～6.5370.87～1,25

6,297～6.6863.16～4,65

6,174～6.6281.14～O.99

資料:M.T.A.未発表資料州�
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6,400～6,800た･･1/k9硫黄分が多いという特徴があっ

てテキノレタｰ炭田のものと類似する.北部地区はデ

ミルノ･ソル鉱区その他2～3の鉱区を含む.発熱量

4,300kcal/kgの褐炭を産する.埋蔵量は約600万トン

(デミルノ･ソル鉱区のみ)である.両地区を通じて小

規模の科企業鉱山が多数存在しその多くはウズンキョ

ブルウ地区で稼行している.

テキルダｰ炭団

トラキアのマルマラ海に面した炭田で始新一漸新統

が広く緩傾斜で分布する.爽炭層は漸新統に属してい

る.同炭田はマルカヤサライチョルウノ･イラボ

ノレウだとの地区にわかれマルカヤ地区とサライ地区が

最もよく開発されている.主要稼行炭層は下･中･上

層の3層で下層は山丈100～200cn1炭丈70～100cm

中層は炭丈50c皿上層は炭丈150～165cmである.炭

質は3級の褐炭であり工業分析は水分8.0～11.0%

灰分23～37%揮発分30～36%固定炭素24～31%純

炭発熱量5,600～6,500kca1/k9硫黄分1.5～2.3%であ

る.埋蔵量は約490万トン生産量は数万トンの規模

である.鉱山の多くはマルカヤ地区(アｰメットパシ

ャをふくむ)に集中している.

イスタンブル炭田

イスタンブノレ市の北方黒海に面した鮮新統分布地域

に存在する.炭田には約10の鉱区があるがそのたか

でアｰチルウ鉱山で主として稼行している.純炭発熱

量6,300～6,600kca1/kgの水分がきわめて多い低度褐炭

で木質構造をだして板状に剥離する･炭丈は1.0～1･5

mである.埋蔵量は約2,000万トン.なおイスタ

ンブル市西方のマルマラ海に面したところにビュックチ

ェキ含炭地があって漸新～中新世の褐炭を産する.

チヤナカレ炭田

マルマラ海から工一ゲ海に面したチャナカレ炭田は

チャナカレ地区チャン地区およびバルケシル県にまた

がるアイバジェク地区からたる.チャナカレ地区では

ダｰグネノレス海峡に沿って中新統が分布しているが開

⑯チゴニルテキ炭田メルジフオンの新坑開発

⑪チエルテキ炭旧北部ノ･ヴザ炭鉱の鉱夫達

⑫アナトリア中部のネヴシエヒル北方のアラファ炭坑の開発

⑬ネヴシエヒ川ヒ方のダｰダｰ炭坑の新坑口と関係者�



一62一

発調査が進んでいたい.同炭田の主力はチャン地区で

ありこの地区は広く第三紀火山岩によって覆われてい

るカミ地形の低部に中新統が露出している.爽炭層は

中新統上部にあって稼行炭層は下層が炭丈10･n上層

が炭丈22mの2枚である.しかしこれらの炭層はき

わめて膨縮がはげしくたとえば山丈28mの炭層が

500mはだれだ場所ではわずか数Inの厚さに減少してい

る.'炭質は褐炭で水分14～21%灰分6～20%揮発

分34～37%固定炭素31～38%純炭発熱量6,100～

6,500kca1/た9である､硫黄分は4～5%に達する.

埋蔵量は5,800万トン生産量は数万トン(1955年で

は約8万トン弱)である.

ブルサ炭田

チャナカレ炭田とキュタヒヤのトゥンチュビレキ炭田

の間に位置する.爽炭層を含む鮮新統は基盤の古生

層中生層の隆起部にへだてられていくつかの盆地に

わかれて分布している.おもな堆積盆地はチャナカ

レに近いケマルパシャ地区とトゥンチュビレキに近い

オルノ､ネリ地区である｡前者における稼行炭層は炭丈

0.65～5.77n1の下層と炭丈0,5～2.10㎜の上層とg2

枚である.炭質は褐炭であり工業分析値は水分11

～33%灰分18～39%揮発分24～30%固定炭素15～

21劣=発熱量2,300～4,800kcaI/たg純炭発熱量5,900

～7,100kca1/kg硫黄分2,35～5.48%である.

埋蔵量は両地区を通じて約2,900万トン生産量は数

万トンと推定される.

ボルウ炭田

ソングノレダク炭田とアンカラとの中間にあって

2,000m一級のポントス山脈中に存在する.炭田に分布

する岩石は古生代変成岩白亜紀石灰岩古第三紀石

灰岩と泥灰岩粘板岩および新第三紀の礫岩である.

炭層は始新統上部のルテチアン階に介在する.地質構

造はきわめて複雑である､爽炭層は北と南の古生層地

塊にはさまれて存在しアノレプス造山運動によって過摺

,曲を潰している.稼行炭層は2枚あって両炭層とも

炭丈は0.8～3.Om一である.炭囲内における産炭地はデ

ュジュセメノレケシノレ･メンケンおよびゲレデの3地区･､

Iにわかれて存在しこれらの地区はたカミいに基盤でへだ

てられている1一これらのうち主力はメルケシル･メ

ンケン地区である.

炭質は水分8～14%灰分18～20%揮発分50～55%

発熱量4,500～4,700た･･1/ヒ9硫黄分9～11%である.

畢蔵量は2,60Q万トン眺)生産量は数万トンである､

チョルム炭田

アンカラと黒海沿岸のシノヅとの間に位置しポント

ス山脈内側の滑動断層帯の南側に接する.オスマンジ

ュクトｰドゥラおよびイスキリプ(オパジュク)の諸

地区こわかれる.炭田をつうじて地質構造が複雑であ

り地層は45｡以上に急傾斜する.炭層は始新世の火

山統にふくまれるフリッジ相の基底部付近に存在してい

る.炭質は褐炭で水分5～10%灰分10～40%揮

発分20～30%固定炭素25～30%純炭発熱量5,000～

7,00破｡a1/k9硫黄分1.2～6.8%である.この炭層は

東隣のチェルテキ炭田のものと同層準と推定される.

埋蔵量はオスマンジュクイスキリプ両地区で約3,600

万トンである.

チエルテキ炭田

黒海沿岸のサムスンにほど近い内陸のアマシア北部に

あり古くから採掘されている国営の炭田である.'爽

炭層はチョノレム炭田と同じく始新世の火山岩とフリッ

ジ相のインタｰフィンガｰ部に存在する.発熱量

6,066kca1/kgの褐炭ないし亜渥青炭を産する.同炭

田内にはメルジフォンをはじめ未開発の含炭地があ

ってそのうちのいくつかは鮮新統に属するものと考え

られる.総埋蔵量は約700万トン年間生産量は数10

万トンである.チェルテキ炭鉱の北約15ヒmの山中に

ハヴザ含炭地がある.爽炭層はチェルテキ炭鉱の爽炭

層とほぼ同層準と考えられるが炭層に接して下部に火

成岩が貫入しているため炭層は粉炭化し半無煙炭と

たっている29).

エルズルム炭田

アナトリア北東部の山間部に存在する.爽炭層は始

新世の火山岩一フリッジ相および漸新一中新統に胚胎

している.東からオノレトゥイスピルおよびアシカレ

の3地区にわけられる･炭層の地質時代はイスピノレ地

区が始新統オノレトゥ地区が漸新～中新統アシカレ地

区が中新統である.炭質は純炭発熱量7,400～7,700

kcaI/kgの褐炭で硫黄分が多い.埋蔵量はオルトゥ

地区で約230万トン生産量は数万トン(1955年には約

3万トン)と推定される.またイスピノレ地区では一

部にジュラ紀の石炭が産する.

以上のほかイズミルムウラアイドゥンアンカ

ラ(ベイパザル)ネヴシェヒルアダナヴァン等の

諸県で小規模の採炭がおこなわれておりまたその他

の地域で探査がすすめられている.しかしこれらに

ついては資料が乏しいので割愛させていただくことにす

る.(筆者は燃料部)�
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～～地質調査所の出版物～～

･地質調査所月報第21巻第7号

報文

佐藤良昭:東濃目吉地域に分布する中村･瑞浪層群(新築1三

紀)の蓑鉱物組成による分帯

安藤武･大久保太治:徳島県西部結晶片料地域の地すべり

概襲

薩摩半島北茜部一一(伊作地区)一一の地質と含銅硫化鉄鉱床につ

いて(清島)

･地質調査所月報第21巻第8号

報文

福田理:第三次沖縄天然ガス資源調査･研究報告(そク)1)

一地質概説と研究史について一

影山邦夫･福岡理･小野寺公児:第3次沖縄天然ガス資源調

査･研究報告(その2)

一地表地質調査･研究一

名取博夫･細田理:第3次沖縄天然ガス資源調査･研究報告

(その3)

一地表有孔虫調査･研究一

枚真一一一･他3名:第3次沖縄天然ガス資源調査･研究報告(そ

グ)4)

一地表有機物調査!研究一

福m理･牧野登喜男:第3次沖縄天然ガス資源調査･研究報

告(その5)

一試験井の位潰選定について一

河内英幸･丹治耕吉･後藤進:第3次沖縄天然ガス資源調査

･研究報告(そσ)6)

一試験井の掘さく･仕上げについて一

高木慎一一郎･則1信一:第3次沖縄天然ガス資源調査･研究報

告(その7)

一試験井の電気検層一

幅旧理･名取博夫･影山邦夫:第3次汀11縄天然ガス資源調査

･研究報告(その8)

一試験井の坑井地質調査･研究一

比留川貴･他4名:第3次沖縄天然ガス資源調査･研究報告

(その9)

一試験井の地球化学的調査･研究一

本島公司･他4名:第3次沖縄天然ガス資源調査･研究報告

(その10)

一試験井による産出試験について一

･地質鏑査所月報第21巻第9号

報文

酒村嘉四郎:地上写真測量

一地表変動量の測定への応用一

野間泰二･後藤隼次1石川県邑知源平野の地下水

河内英幸･丸山修司･後藤進･中川忠夫:愛知県三河湾におけ

る簡易海底試錐調査法の研究

清島信之･村ヒ箆:長崎県南松浦郡新魚日囲下地内

温泉徴候地およびケム(土堰堤)予定地調査報告

資料

世界石炭資源資料12)各論(でンド)(徳永･春城)､

･地質調査所月報第21巻第10号

報文

F.Taしizawa:AyukawaFormationofthe()jikaPen三n-
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旧中啓策:茨城県那珂湊海埠の上部1t唖紀夕一ビダイト層

長浜春夫:洪水による現成の斜層理と漣痕の考察

野沢保:･他3名:日本アルプス笠岳地域の地質概査報告

太旧良平･松野久也:草津白根火山の再調査

伊藤吉助･他3名:三浦半島の南下浦断層と段丘地形の関係

一試錐による断層地形検討の一例一

･地質調査所月報第21巻第11号

報文

字舳i理･他24弟:第5次沖縄天然ガス資源調査･研究概報

資

新着資料の紹介(資料室)

･地質調査所月報第21巻第12号

報文

安藤原･他3名:不活性気体一水素フレｰムと長吸収管を

用いるヒ素の原予吸光分析

滋:原子吸光分析法によるけい酸塩分石鉱物ならびに

陸水中の十トリウムカリウムマグネシウム

カルシウムマンガン鉄の定最

概報

秋田県北部地域の放射能強度分布について(堀川)

高知県四万十川水系榛原川影地総合開発計画地点地質調査報告

(塚脇)

資

新着資料の紹介(資料室)

講演要旨

UMP深層試錐計画の概要と北海道幌満におけるテストボｰ㍗

シグについて(河内･丹治)

赤外線･映像解釈のための地表熱流量測定に関する研究(長谷)
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